
 

 

 

 

この夏、各方面で活躍した八幡中生を紹介します！  
 

本校は、部活動を奨励、運動系とともに文化系も多様な部活動を開設することで、より多くの生徒

が、自分の興味のもてる活動に参加をできるようにしています。特に夏休みは、時間的な制約も少な

いため、練習試合や施設見学、地域行事への参加など、学期中よりも多様な活動が可能な期間で

す。そこで、本校生徒がこの夏休みに 行った活動を紹介します。 

 

Ⅰ 吹奏楽部 東京都吹奏楽コンクール 金賞受賞 8/17(木)  
 

吹奏楽部は、「府中の森芸術劇場 どりーむホー

ル」会場で行われた第６３回東京都中学校吹奏

楽コンクールに、「東日本部門」で出場しました。

コンクール最終日の８月１７日（木）、本校は最後

からの２番目の演奏ということでプレッシャーもか

かる中、これまでの練習の成果を存分に発揮して

くれました。結果、金賞をいただくことができまし

た。おめでとうございます。 

 

Ⅱ 地域町会 祭礼行事 参加 8/6(日)  
 

本校では、社会貢献活動・地域奉仕活動を奨励しています。今回は、本校のある西尾久三丁目宮

元町会からお誘いいただき、祭礼行事「子供御神輿

巡行」に参加させていただきました。 

 

８月６日（日）、町会会館前に集合、ご準備いただ

いた法被・鉢巻姿に着替え、町会の方に簡単なご指

導いただき、出発しました。初めに八幡神社に参拝、

その後、１時間半ほどかけて町内を一周しました。途

中、休憩の度にご用意いただいた冷たい飲物やあん

パン・アイスなどおやつは、夏の日差しのなかでより

美味しく感じ、暑さを吹き飛ばしてくれました。  

 

日頃は、地域行事にこうした形で関わることはあまりないかもしれませんが、こうした機会に参加し

てみると、日本文化に触れることができたり、地域貢献をいっしょにやる楽しさを経験できたりと、新し

い発見や体験になると思います。ぜひ、今後もこうした機会があれば、参加してくれるといいなぁと思

います。今回参加してくれたボランティア防災部、テニス部、女子バレーボール部、サッカー部等の有

志のみなさん、ありがとうございました。 
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参加してくれた生徒 

３年生 内田麿秀さん 

２年生 菅原瑚紋さん、鈴木晴吾さん、加藤美咲さん、 

津嘉山恵唯斗さん、山賀菜央さん、 

松下苗未さん、川端美穂さん、松田実祐さん、 

佐藤初音さん、立川美優さん、塚越彩稀さん、 

新井杏奈さん、浅野璃名さん、池田世奈さん、 

千田渉太さん、渡口 嵐さん、中里快成さん、 

羽良美希さん、藤木裕也さん、鈴木諒大さん、 

１年生 遠藤李江さん、劉 翼希さん 

 

Ⅲ 美術部 ＳＯＮＰＯ美術館 見学 8/4(金)  
 

８月４日（金）、美術部は、新宿のＳＯＮＰＯ美術館へ行ってき

ました。実は、この見学は当初７月２４日を予定していました。と

ころがこの日は、信号故障のため山手線が始発から約 4時間

半にわたって運転見合わせとなったため、中止にした経緯が

あり、今回はその“リベンジ”です。同美術館は、あのゴッホの

「ひまわり」を所蔵・展示していることで有名ですが、それに加

え現在、「生誕 100 年 山下清展-百年目の大回想」が開催

されており、今回は常設展示と共にそちらも鑑賞しました。 

 

以下、参加した部員の感想を紹介します。 
 

山下清の作品はとても細かい貼り絵で 1 ミリ程度の紙を

切って貼ってできている物もあり、その繊細さと緻密さにと

ても驚いた。画像で見ていた感覚とは違い、遠くから見ると、

油絵のように見えるが、近寄って見ると、凸凹があり、とて

もカラフルで綺麗だった。戦争中はものがなく切手や新聞紙

を使っていたが戦後は明るくなりはっきりした図柄が増え

た。日本のゴッホと言われた山下清の作品と最後に常設展示

のゴッホのひまわりが見られて、不思議な感じだった。 

 

 

常設展示・特別展示ともにとても見応えがあり、部員たちも本物の持つ素晴らしさ感じながら、真

剣に作品に見入っていました。日頃は学校を離れての活動は難しいなか、夏休みだからこそできる充

実した時間を過ごすことができました。 

 

Ⅳ ボランティア防災部 ｻﾏｰﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ参加  7/21･24･31  
 

ボランティア部はこの夏も、「サマーボランティアスクール」に参加しました。これは、荒川区社会福

祉協議会が主催で、夏休み期間中の区内のボランティア活動を紹介、申し込んで参加するプログラ

ムです。今回は、「おもちゃを作って一緒に遊ぼう！」と「吊るし飾りを作ろう！」に参加、７月２１・２４・３１

日の３回にわたり活動しました。 



「おもちゃを作って一緒に遊ぼう！」は、区内保育園の

要望による遊びの中で使うおもちゃを、「吊るし飾りを作

ろう！」は、区内生活実習所の要望で季節ごとに施設内を

飾る折り紙など使った装飾品を、それぞれ作成し届ける

活動です。そこで、ボランティア部では、おもちゃとして「絵

合わせカード」「ハラペコあおむし」「牛乳パックでつくる

竹とんぼ」、そして吊るし飾りの作成に取り組みました。 

 

 

使っていただくことを想像しながらつくることは

それだけで楽しく、この後これをお届けすること

で、少しでもお役に立てばいいなと思いました。今

回の活動に参加したことで、そうした貢献する喜

びを感じるなど、自分たちにとっても得るものが多

い、そんな活動となりました。 

 

Ⅴ パソコン部 大学施設見学 ものつくり大学見学 7/25(火)  
 

７月２５日（火）、パソコン部は、大学施設見学に行ってきました。場所は、埼玉県行田市にある「も

のつくり大学」です。当日は、本校技術科 安藤教諭のお知り合いの？三井 実 教授にご案内いただ

き、様々な研究・開発について、見学・動画視聴をさせていただきました。（以下、主な内容） 

・脳性麻痺ユーザーのための、PC操作機器の開発 

・果樹の植物プラントの受粉システムのための、空気流発生装置（空気砲）の開発 

・テオヤンセン機構を用いた、一人乗りコミュータの研究 

・無限チェロ（弦のないチェロ）、ヨーヨー型シンセサイザ等、新しい電子楽器の研究 

・今春開催の「大ベルセルク展」における、音響システム及び照明システムの設計・開発・実装・設置等  

以下は、1-2湯本 理さんのレポートの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、日頃みることがない大学での研究の様子を参観させていただきました。それにより生徒たち

は、学問の一端にふれることができたこと、自分の知識や興味・関心の幅を広げることができたことな

どで、自分の進む道を考える上でも有意義なものとなった、そんな一日になりました。 

 

ものつくり大学では、電子楽器関連や、福祉ガジェッ

ト関連、農業支援ガジェット関連の開発・研究をしてい

るということがわかった。私は「弦のないチェロ」が一

番心に残った。なぜなら、チェロの弦をなくすという発

想が自分にはなく、そのようなことが思い浮かぶのはす

ごいと思ったからだ。私は以前からものをつくることが

好きだったので、見学していて、どうやってつくってい

るのか不思議なものがあり、楽しかった。（当日は）暑

くて、とても遠かったけれど、初めて大学に行くことが

できて良かった。大学は、自分の興味のあることを研究

することができ、楽しそうだと思った。 



地域の健全育成活動に協力させていただきました 

あらかわ「社明」コンサート 吹奏楽部 演奏  ７月８日（土） 

本校では、社会貢献活動・地域奉仕活動を奨励して

います。今回は、７月８日（土）にサンパール荒川大ホ

ールで開催された「第 15 回あらかわ『社明』コンサ

ート」に、本校 吹奏楽部が、地域管弦楽団の「アン

サンブル荒川」と共にて参加させていただきましまし

た。最初は、本校が打楽器４重奏「マリンバ・スピリチ

ュアル」他２曲を演奏させていいただきました。 

 

その後、「アンサンブル荒川」の演奏でしたが、最後に

アンコールとして、「アンサンブル荒川」と本校 吹奏楽

部が「荒川、そして未来へ」を一緒に演奏させていただ

きました。会場は大いに盛り上がり、喜んでいただけた

ようでした。このようなイベントに参加したことで地域の

役に立つ楽しさを感じることができ、充実感を味わえた

一日でした。 

今後も、こうした“社会貢献”“地域貢献”の機会に、興味がある生徒は参加・体験してくれるといい

なぁと思います。今回参加してくれた吹奏楽部の生徒のみなさん、ありがとうございました。 

 


